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Newsreel Word 

イタリア ロシア産ガスの供給停止「予想せず」＝ドラギ首相 2022/04/01 
 

伊、ロシア産ガスの供給停止「予想せず」＝ドラギ首相 2022/04/01 

イタリアのドラギ首相は３１日、ロシアからの天然ガス供給停止を予想していないと語った。ロシアがル

ーブルでのガス代金支払い要求を後退させたとの見方も示した。 

 

伊・スペイン結ぶパイプライン敷設案浮上、天然ガスのロシア依存脱却 2022/04/01 

イタリアのドラギ首相は３１日の記者会見で、同国とスペインを結ぶ天然ガスパイプライン敷設案につい

て、スペインのサンチェス首相と協議したと明らかにした。ロシア産天然ガスからの依存脱却が狙い。 

 

伊独首脳が電話会談、対ロシア制裁継続の重要性確認 2022/04/01 

イタリアのドラギ首相とドイツのショルツ首相と電話会談を行い、対ロシア制裁を継続することが重要だ

との認識で一致した。対ロ制裁は「非常に効果的であることが証明されている」とイタリア首相府が３１日

に発表した。 

 

伊、アルジェリアからのガス供給拡大で合意 2022/04/13 

イタリア政府は 11 日、アルジェリア政府と同国産天然ガスの輸入拡大に向けたエネルギー分野での協

力強化で合意したと発表した。これに併せて、イタリアの石油大手エニとアルジェリアの国営石油・ガス

会社ソナトラックが、アルジェリアからの天然ガスの供給を今後数年で大きく増やす。 

 

エニ、エジプトガス公社とガス生産拡大合意 2022/04/19 

イタリアの石油大手エニは、エジプトのガス生産および液化天然ガス（ＬＮＧ）輸出の拡大で、エジプトガ

ス公社（ＥＧＡＳ）と合意したと発表した。低炭素経済への移行を背景に、イタリアをはじめとする欧州へ

のガス輸出を加速させることを目指す。  

 

伊、ガス供給拡大へアフリカ諸国と関係強化 2022/04/21 

イタリア政府は、コンゴ共和国およびアンゴラ政府と天然ガスの供給拡大に向けた関係強化で近く合意

する見通しだ。ロシア産ガスからの依存脱却を目指し、イタリアはアフリカ諸国とガス供給に関する協議

を進めている。  

EU 支部だより -ちょっといい話 ３ピエタ- 

・サン・ピエトロのピエタ 

・フィレンツエのピエタ 

・ロンダニーニのピエタ 

ピエタといえばイタリアが誇る巨匠ミケランジェロです。息子イエス・キリストの遺体を抱きかかえ、そ

の死を嘆いている聖母マリアの姿を表現した有名な作品がピエタです。都市伝説界隈では、聖母マリア

に抱かれたイエスの腕が動くとか動かないとか・・・。信じるのはあなた次第というところですが、こちら

の話題でも有名となっています。 

さて、そのピエタですが、じつは３体あります。「サン・ピエトロのピエタ」「フィレンツエのピエタ」そして

「ロンダニーニのピエタ」です。 

「サン・ピエトロのピエタ」は、バチカンのサン・ピエトロ大聖堂にあります。ミケランジェロ 

２５歳前に完成させた作品で、うねるようなドレープに身を包んだ聖母がすばらしいです。 

「フィレンツエのピエタ」は、フィレンツエにあるドウオーモ付属博物館にあります。 

こちらはミケランジェロ７２歳に制作が開始されました。しかしその出来栄えに満足できずに 

一部を破壊したとされています。その痕跡は今も残っています。 

「ロンダニーニのピエタ」は、１５５２年頃、８０歳を前にして手掛けた作品です。 

高さ約２メートルの驚くほどモダンな裸像で、１５６４年８８歳でなくなるまで制作を続けていた 

ローマの自宅で発見されました。 

これら３つのピエタが初めて一堂に集められた展示会が、フィレンツエで開催されています。 

開催場所であるドウオーモ付属博物館のディモシー・バードン館長は、この３作品を並べる 

ことで「最初のピエタ像から他の２作品を制作するまでの５０年間にミケランジェロの作風が 

いかに進化したかという点と、最後の２作品の間にあるより大きな変化を検証することがで 

きる」と述べています。 

ミケランジェロの生涯をかけたピエタ像。その軌跡を是非この目で拝見したいものです。 

（松原） 

 

 

 

 


